
第　５　次　⻄　宮　市　総　合　計　画

実　　　施　　　計　　　画

（平成３１〜３３年度）

⻄　　　宮　　　市



計画策定の趣旨

 「実施計画」は、第５次⻄宮市総合計画の基本計画で⽰した各施策を具体化するための、
 主要な事務・事業の実施について、年次的な調整を加え、財源や市⻑のマニフェストなどとの

 整合を図り、具体的で実効性のある計画として策定するものです。
また、計画期間は３か年とし、ローリング⽅式により毎年度⾒直しを⾏うこととしています。
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第Ⅰ部　住環境・自然環境 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

住環境
市営住宅等整備事業 868,450 1,505,502 　第１次建替計画の対象団地については、⽼朽化した市営住宅を建て替え、住宅

ストックの縮減・更新を図る。また、第２次建替計画の対象団地についても、市営住
宅の効果的な建替事業のもとに全体管理⼾数を削減していくことで、管理⼾数の適
正化を図っていく。
・平成31年度︓市営甲⼦園春⾵町団地第２期建替事業、
　　　　　　　　　　市営分銅町・末広町住宅整備事業ほか
・平成32年度︓市営分銅町・末広町住宅整備事業ほか
・平成33年度︓市営分銅町・末広町住宅整備事業、
　　　　　　　　　　市営城ケ堀町住宅整備事業ほか

市営住宅等改修事業 41,835 736,415 　平成29年度に中間改定した「⻄宮市営住宅整備・管理計画」に基づき、住宅の
安全性の向上と⻑寿命化を図るため、既存市営住宅の改修等を⾏う。
・平成31年度︓⻄宮市公営住宅等⻑寿命化計画の改訂
・平成32年度︓外壁改修⼯事他（設計・施⼯）
・平成33年度︓外壁改修⼯事他（設計・施⼯）

緑・自然
⻄宮浜総合公園整備事業 433,218 676,334 　「海のプロムナード公園」・「にぎわいのレクリエーション公園」・「安心・安全の公園」・

「市⺠協働の公園」を基本理念とする、都市計画公園である⻄宮浜総合公園
(10.3ha)を整備する。
・平成31年度︓公園センター整備等
・平成32年度︓自由広場整備等
・平成33年度︓遊びの広場整備等

公園施設更新事業 140,100 261,300 　安全・安心の公園利⽤を確保するため、公園施設の効果的な補修及び改修やバ
リアフリー化を⾏う。
・平成31〜33年度︓遊具更新等、トイレバリアフリー化

リゾ鳴尾浜施設更新・補修事業 100,000 200,000 　⽼朽化したリゾ鳴尾浜の施設及び設備について、⻑期保全計画に基づいて補修・
修繕・更新等を⾏う。
・平成31〜33年度︓施設改修等

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －2－



第Ⅰ部　住環境・自然環境 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

公園リニューアル事業 0 44,000 　築30年以上を経過した都市計画公園について、⼦育て環境と⼦供の遊び場、シ
ニア等多様な世代利⽤に対応するバリアフリー化や健康増進機能、防災・減災機能
等について充実・向上を図るため、公園全体の再整備を⾏う。
・平成32年度︓実施設計等
・平成33年度︓リニューアル⼯事、実施設計等

景観
魅⼒あるまちなみ・まちづくり推進モデル事業 ★ 33,500 〜 　魅⼒的でうるおいのあるまちなみ・まちづくりを推進するために以下の事業を実施す

る。
・古⺠家活⽤⽀援︓古⺠家の再⽣・活⽤により地区の魅⼒向上を図る。
・公共サイン適正化︓公共施設でのサイン再整備を実施する。
・関⻄学院景観地区指定等︓関⻄学院周辺地域を景観地区に指定するとともに、
景観重要建造物及び景観重要樹⽊等の指定を⾏う。
・基本計画等改定︓都市景観形成基本計画、景観計画を改定する。

市街地
ＪＲ⻄宮駅南⻄地区市街地再開発事業 104,029 772,000 　卸売市場再⽣整備事業を含む組合施⾏のＪＲ⻄宮駅南⻄地区市街地再開発

事業について、地元関係者とともに事業推進に取り組む。
・平成31年度︓市街地再開発組合設⽴認可
・平成32年度︓権利変換計画認可、建築⼯事
・平成33年度︓建築⼯事

阪神⻄宮駅北地区まちづくり推進事業 0 510,000 　阪神⻄宮駅北地区において、駅前広場の再整備や都市計画制度による規制緩
和を活⽤した都市核にふさわしいまちづくりについて、⺠間活⼒の導⼊も含めた検討を
⾏う。
・平成31年度︓計画検討、協議調整
・平成32年度︓調査設計
・平成33年度︓都市基盤整備等

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －3－



第Ⅰ部　住環境・自然環境 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

武庫川広⽥線整備事業（中津浜線以東〜⽡
⽊なかの道）

131,200 586,930 　都市計画道路武庫川広⽥線の未整備区間のうち、中津浜線以東〜⽡⽊なかの
道以⻄について、整備に向けた⽤地買収等を⾏う。
・平成31年度︓⽤地買収、物件補償等
・平成32年度︓⽤地買収、物件補償等
・平成33年度︓⽤地買収、物件補償、道路⼯事等

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・215,898千円（H33）

樋ノ⼝⼟地区画整理事業 0 669,060 　樋ノ⼝地区の農地を主体とした区域について、組合施⾏の⼟地区画整理事業を
実施し、⼟地区画整理法に基づく⽀援を⾏う。
・平成32年度︓換地設計、仮換地指定、⼯事
・平成33年度︓⼯事

丸山線整備事業 5,000 69,000 　都市計画道路丸山線について、未整備区間の早期整備を図るとともに整備⼿法
や道路整備とあわせた周辺まちづくりを検討することで、山⼝地区の活性化や交通利
便性の向上を図る。
・平成31年度︓基本設計
・平成32年度︓都市計画決定等
・平成33年度︓事業認可、詳細設計等

甲東⽡⽊地区及び武庫川新駅周辺　都市基盤
整備事業

200 12,000 　甲東⽡⽊地区等における、都市計画道路や⼟地区画整理事業、武庫川新駅、
阪急神⼾線連続⽴体交差事業等、全体的なまちづくり構想を策定して、整備を進
める。
・平成31年度︓各事業の検討、地区住⺠まちづくり⽀援
・平成32年度︓各事業の検討、地区住⺠まちづくり⽀援
・平成33年度︓各事業の検討、実施に向けた取組、地区住⺠まちづくり⽀援

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －4－



第Ⅰ部　住環境・自然環境 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

市道⻄第178・180号線等整備事業 64,569 642,769 　歩⾏者・自転⾞の安全を確保するため、臨港線から御前浜⼊⼝までの⾞道及び
歩道の整備を⾏う。
・平成31年度︓既設防潮堤取壊し⼯事等
・平成32年度︓既設防潮堤取壊し⼯事、道路拡幅⼯事等
・平成33年度︓道路拡幅⼯事等

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・238,275千円（H32）

持続可能都市関係計画策定等業務（⽴地適
正化計画等）

★ 14,162 〜 　目指すべき都市の将来像を明確にし、その実現に向けた都市計画の体系的な指
針となる都市計画マスタープランの⾒直しを⾏うとともに、併せて必要な調査検討を⾏
う。

公共交通
阪急武庫川新駅設置事業 1,000 40,000 　阪急神⼾本線の武庫川橋梁部等において新駅設置に向けた検討及び詳細設計

などを⾏う。
・平成31年度︓検討業務
・平成32年度︓駅舎詳細設計等
・平成33年度︓駅舎詳細設計等

ＪＲ⻄宮名塩駅エスカレーター改修事業 24,200 ― 　ＪＲ⻄宮名塩駅改札外の上りエスカレーターについて、リニューアルを⾏う。
・平成31年度︓改修⼯事

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －5－



第Ⅱ部　子供・教育 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

子供・子育て支援
病児保育事業 ★ 92,320 〜 　病気やけが等で集団保育が困難な⽣後６か⽉から⼩学校６年⽣までの児童を病

院・保育所等で一時的に保育する病児保育事業を実施する。また、ベビーシッターの
派遣による病児・病後児の保育サービスの利⽤に対して助成を⾏う。
・平成31年度︓４⽉に１施設開設予定。実施施設に対して、市独⾃の補助として
実施している利⽤児童ひとり当たり1,000円の補助を2,500円に増額する。

地域子育て支援事業の充実 ★ 140,625 〜 　市内21か所目となる子育てひろばを香櫨園⼩学校内に整備するほか、４か所目と
なる利⽤者支援事業（子育てコンシェルジュ)のＪＲ神⼾線以南の地域での整備を
目指す。

おむすび広場事業 ★ 2,583 〜 　子育て支援事業の一環として、市⽴幼稚園の在園児を対象に週１〜２回、通常
の教育課程活動終了後２時間程度、一時的な預かり保育として活動を実施する。

公⽴保育所改築等整備事業 154,056 2,276,568 　入所児童の安全確保を図るため、耐震診断の結果をもとに施設改修等を実施す
る。
・平成31〜32年度︓北夙川保育所移転建替⼯事等

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・23,087千円（H32）
・498,884千円（H32）
・191,065千円（H32-H43）

⺠間保育所等整備事業 1,538,707 392,660 　待機児童の解消に向けて、保育所・幼保連携型認定こども園を整備する社会福
祉法⼈等に対し、施設整備費を補助することにより、平成32年４⽉に向けて約250
⼈の定員増を図る。
　また、定員拡大や耐震化を目的として保育所の建替え等を実施する法⼈に対し、
整備費⽤を補助する。

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －6－



第Ⅱ部　子供・教育 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

保育士確保事業 ★ 161,230 〜 　⺠間保育所等の保育士確保に向けた就職説明会の実施や、保育士⽤の宿舎借
り上げ費⽤への補助を⾏う。また、新規採⽤保育士に対して奨学⾦返済費⽤及び
資格取得費⽤の一部を補助する。
　平成31年度からは⺠間保育所等に対し、保育に係る周辺業務を⾏う保育支援
者を活⽤するために要した費⽤の一部を補助する。

⽣瀬⼩学校区教育・保育施設整備事業 14,003 25,355 　現在の⽣瀬幼稚園の施設を保育所あるいは認定こども園として利⽤するため、⽣
瀬幼稚園を⽣瀬⼩学校内に移転整備する。
・平成31年度︓園舎建設のための整備
・平成32年度︓園舎建設・移転

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・152,130千円（H32-H42）

学校教育
⻄宮浜⼩中一貫教育推進事業 ★ 44,957 〜 　⻄宮浜⼩・中学校を一貫校化し、特⾊ある学校づくりを進める等、教育環境の維

持・向上を図る。
・平成31年度︓各種システム等改修作業・総合教育センターの一部機能移転に係
る教室改修⼯事等

学校支援事業 ★ 36,275 〜 　新学習指導要領の全⾯実施に向け、「社会に開かれた教育課程」の実現を目指
し、効果的な支援員の配置や指導⼒向上を⾏う。

インクルーシブ教育システム構築事業 ★ 279,514 〜 　合理的配慮の基礎となる環境整備において、介助支援員、保育支援員の配置な
ど障害の状態に応じた専⾨性のある支援体制の構築を⾏う。

⻄宮養護学校通学体制・校内支援体制整備事
業

★ 132,307 〜 　⻄宮養護学校の児童⽣徒の障害の重度・重複化、多様化に対して、通学体制の
確保及び支援体制を整備する。

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・173,494千円（H32-H34）

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －7－



第Ⅱ部　子供・教育 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

⽣徒指導事業（スクールソーシャルワーカー）の
拡充

★ 20,941 〜 　スクールソーシャルワーカーを全中学校区に配置し、学校・家庭・地域の関係機関
をつなぎ、子供の悩みや抱えている問題解決に向けた支援ができる環境を整える。

不登校児童⽣徒の適応指導教室の再編・拡充
事業（鳴尾北幼稚園休園施設の活⽤）

57,027 78,810 　鳴尾北幼稚園休園施設を活⽤して２か所目の適応指導教室を整備し、より学校
に近い環境で社会復帰や学校復帰を目指した教育的な支援を⾏う「あすなろ学級」
とするとともに、こども未来センターの適応指導教室は、福祉的・医療的なサポートが
必要な児童⽣徒のために少⼈数クラスで個々の状況に応じた支援を⾏う「（仮称）
プレあすなろ学級」として位置づけるなど、適応指導教室の再編・拡充を図る。

学校施設の⻑寿命化改修事業 1,802,372 4,303,227 　⻄宮市学校施設⻑寿命化計画に基づき、学校施設の安全性の確保と機能向上
を図るため、外壁改修、屋上防⽔、トイレ改修等の各種改修を⾏う。

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・76,120千円（H32）

名塩幼稚園跡地整理事業 47,800 ― 　平成31年３⽉末の名塩幼稚園休園後、借り受けている⼟地を原状復帰して所
有者に返還するため、幼稚園建物の解体撤去を⾏う。

教室不⾜対策事業 ★ 67,052 〜 　児童・⽣徒の増加に伴い教室不⾜が⾒込まれる学校に、必要な仮設教室を設置
することにより教室不⾜を解消する。
・平成31年度︓１⼩学校、１中学校に新たに設置する。

香櫨園⼩学校教育環境整備事業 2,263,068 108,896 　香櫨園⼩学校の⽼朽校舎の解消と良好な教育環境を整備するため、校舎の増
改築を⾏う。
・平成31年度︓校舎改築⼯事竣⼯、外構整備・渡り廊下等改修⼯事
・平成32年度︓渡り廊下等改修⼯事、運動場整備⼯事

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・23,738千円（H32）

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －8－



第Ⅱ部　子供・教育 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

⻄宮養護学校校舎改築事業 931,096 4,238,501 　⻄宮養護学校の⽼朽校舎の解消と児童・⽣徒の状況に適した教育環境を整備す
るため、校舎の改築を⾏う。改築場所は現地とし、⼯事中は旧尼崎養護学校へ仮
移転する。
・平成31年度︓旧尼崎養護学校へ仮移転、既存校舎解体
　　　　　　　　　　校舎改築⼯事着⼯
・平成32年度︓校舎改築⼯事
・平成33年度︓校舎改築⼯事竣⼯

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・3,775,600千円（H32-H33）

春風⼩学校教育環境整備事業 878,849 3,371,990 　春風⼩学校の⽼朽校舎の解消と良好な教育環境を整備するため、校舎の増改
築を⾏う。
・平成31年度︓校舎改築⼯事着⼯
・平成32年度︓校舎改築⼯事竣⼯
・平成33年度︓既存校舎解体⼯事、運動場整備・外構整備⼯事

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・3,139,630千円（H32-H33）

安井⼩学校教育環境整備事業 106,973 1,949,805 　安井⼩学校の⽼朽校舎の解消と良好な教育環境を整備するため、校舎の増改
築を⾏う。
・平成31年度︓実施設計完了
・平成32年度︓プール解体⼯事、仮設校舎設置
・平成33年度︓既存北・⻄校舎解体⼯事、校舎改築⼯事着⼯

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・510,840千円（H32-H34）

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －9－



第Ⅱ部　子供・教育 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

瓦木中学校教育環境整備事業 44,248 278,580 　瓦木中学校の⽼朽校舎の解消と良好な教育環境を整備するため、校舎の増改
築及び⻑寿命化改修を⾏う。
・平成31年度︓基本計画完了
・平成32年度︓基本設計・実施設計着⼿
・平成33年度︓基本設計・実施設計完了

給食施設設備整備事業 99,928 200,000 　⽼朽釜置換え等の給食⽤備品買換えや給食室の空調整備といった学校給食施
設の設備改修等を年次的に進める。

⻘少年育成
丹波少年⾃然の家建設費負担事業 8,046 14,628 　丹波少年⾃然の家におけるリニューアル整備⼯事や本館耐震⼯事等に伴う事業

費借入⾦の償還費を阪神７市１町の負担区分により負担する。

⻄宮型コミュニティ・スクール事業 ★ 551 〜 　すべての市⽴学校において、育てたい子供像や目指すべき教育のビジョンを保護者
や地域と共有し、目標の実現に向けてともに協働していくコミュニティ・スクールの導入
を進める。
・平成31年度︓コミュニティ・スクールディレクターの配置、研修会の実施、
　　　　　　　　　　リーフレットの作成等

留守家庭児童対策施設整備事業 604,905 1,152,595 　待機児童の解消や⼩学４年⽣の受入れ、環境整備などを図るため、留守家庭児
童育成センターの整備・改修等を実施する。
・平成31年度︓（新築⼯事）香櫨園留守家庭児童育成センターほか４箇所、
（新築設計委託）樋ノ⼝留守家庭児童育成センターほか１箇所、（改修⼯事）
瓦木⼩学校ほか１箇所、（改修設計委託）⾼須⻄留守家庭児童育成センター

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・448,794千円（H32）

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －10－



第Ⅱ部　子供・教育 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

留守家庭児童育成センター管理運営事業 ★ 1,300,152 〜 　留守家庭児童育成センターの待機児童の解消を図るとともに、⼩学４年⽣の通年
受け入れの拡大を図る。また、増加する入所児童や支援が必要な児童に対応するた
め加配指導員を増員し、さらに、全育成センターにおいて夏休み等⻑期休業期間中
の開所時間の繰上げを図る。

留守家庭児童育成センター管理運営事業（⺠
設⺠営）

★ 25,200 〜 　待機児童の解消を図るため、⺠間による放課後児童クラブを公募により選定し補
助⾦を支給する。利⽤者の増加や多様なニーズに対応するため、留守家庭児童育
成センターの施設整備と並⾏して事業を実施する。

放課後子供育成総合プラン推進事業 ★ 75,475 〜 　各放課後関連事業の役割を整理するとともに体系化に基づく⾒直しを進め、全て
の子供たちが安心して、伸び伸びと過ごせる放課後の環境を整備する。
・平成31年度︓子供の居場所づくり事業の新⽅式を２校でパイロット実施

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －11－



第Ⅲ部　福祉・健康・共生 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

地域福祉
⻄宮市共⽣型地域交流拠点運営等補助事業 ★ 30,000 〜 　市内各地域において、⾼齢者を中⼼に、障害者・児童・⺟⼦等分野を問わない常

設の共⽣型地域交流拠点を設置し、多世代による地域福祉活動を推進する。
・平成31年度︓２箇所新規開設

⾼齢者福祉
かぶとやま荘解体事業 6,600 129,063 　施設の⽼朽化が進み、利⽤ニーズの低下したかぶとやま荘を閉鎖し、施設の解体

⼯事に対して補助を⾏う。

かぶとやま荘廃止事業 ★ 20,556 〜 　かぶとやま荘の廃止に伴い、⼀定期間、隣接施設を利⽤した際の費⽤の⼀部負担
を⾏う。また、施設解体までの残材処分などの残務処理を⾏う。

緊急通報救助事業（⾒守りホットライン事業） ★ 15,288 〜 　⾼齢者世帯等における家庭内の事故等による通報に随時対応するための体制整
備を⾏う。

介護保険・認定事務委託事業 ★ 46,275 〜 　⽣活援助中⼼型訪問介護のケアプランチェック体制の強化等、給付費⽤適正化の
取組を進めるため、給付関連委託業務を拡充する。

⺠間⽼⼈福祉施設整備補助事業 120,330 812,300 　介護保険事業計画等に基づき整備を⾏う特別養護⽼⼈ホーム等について、その
施設を建設運営する社会福祉法⼈等に対し、建設費等の補助を⾏う。

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・212,170千円（H32）

障害のある⼈の福祉
⺠間障害福祉施設整備補助事業 333,409 34,976 　障害者が地域で安⼼して⽣活できる社会を構築するため、グループホーム等の整備

に対し、⼀部補助を⾏う。
・平成31年度︓すずかけ作業所移転整備補助ほか

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －12－



第Ⅲ部　福祉・健康・共生 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

障害者理解促進事業 ★ 3,464 〜 　市⺠が、障害の特性や障害のある⼈への必要な配慮を理解し、障害のある⼈への
⼿助けができる「あいサポーター」の養成を⾏う。また、商業者等が、⼿すりを設置する
など、障害のある⼈への配慮を⾏ったときに、費⽤の助成を⾏う。

⽣活支援
⽣活困窮者⾃⽴支援制度における⾃⽴相談支
援事業等の拡充

★ 67,737 〜 　⽣活困窮者⾃⽴支援法に基づく⾃⽴相談支援事業及び就労準備支援事業を
拡充する。

医療保険・年⾦・医療費助成
国⺠健康保険被保険者負担軽減のための国⺠
健康保険特別会計への繰出⾦

★ 700,000 〜 　⼀般会計から国⺠健康保険特別会計への繰り出しを⾏うことにより、保険料率の
抑制と特別減免を実施し、⾼齢者や低所得者が多い国⺠健康保険被保険者の保
険料負担の軽減を図る。

医療サービス
統合新病院整備事業 8,500 109,147 　本市医療環境向上のため、市⽴中央病院と県⽴⻄宮病院の統合再編を⾏い、

統合新病院をアサヒビール⻄宮⼯場跡地に整備する。平成31年度に県市協議のも
と基本計画を策定し、平成32年度には設計業務に着⼿する予定。また、中央病院
跡地の活⽤方法について検討に着⼿する。

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・7,500千円（H32）

中央病院医療機器等整備事業 70,000 100,000 　医療⽔準の維持・向上のため、耐⽤年数を経過した医療機器の更新を⾏う。〔病
院事業会計〕

中央病院施設修繕事業 10,000 20,000 　患者の安全性を確保し、病院運営に支障をきたさないよう、施設・設備の修繕を⾏
う。〔病院事業会計〕

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －13－



第Ⅲ部　福祉・健康・共生 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

健康増進・公衆衛⽣
助産師による産後ケア訪問等事業 ★ 13,473 〜 　概ね産後４か⽉までの⺟⼦に助産師が継続的に訪問（基本４回、上限７回）

し、沐浴や授乳等の指導・援助と⼼のケアを⾏うことで育児不安を軽減する。
・平成31年度︓北⼝・中央・鳴尾保健福祉センターに嘱託助産師配置

保健所施設整備事業 0 27,192 　第二庁舎の整備に伴い、保健所施設を移転整備することにより、大規模災害時
等有事の際の拠点施設として、また、公衆衛⽣向上のための機能強化を図る。

⻄宮健康開発センター改修事業 15,117 0 　施設や設備の⽼朽化が進む⻄宮健康開発センターにおいて、機能の維持・保全を
図る。

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －14－



第Ⅳ部　都市の魅⼒・産業 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

文化芸術
市⺠ホール等改修事業 255,367 122,247 　市⺠ホール等の⽼朽化対策や機能向上を図るため、設備更新を⾏う。

・平成31年度︓アミティホール舞台照明設備及び吊物機構更新⼯事、
　　　　　　　　　　プレラホール固定座席更新⼯事
・平成32年度︓プレラホール舞台⾳響設備更新⼯事、
　　　　　　　　　　アクタ⻄宮東館６階照明設備ＬＥＤ化⼯事
・平成33年度︓フレンテホール舞台照明設備ＬＥＤ化⼯事、
　　　　　　　　　　フレンテ⻄宮５階内装⼯事等

市⺠ホール管理運営基本計画検討業務 ★ 5,000 〜 　本庁舎周辺整備を検討するに当たり、市の文化振興の拠点施設としての市⺠ホー
ルのあり⽅や必要な機能、運営⽅法などについて検討し、管理運営基本計画の策
定を進める。

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・5,000千円（H32）

⼤⾕記念美術館施設改修補助事業 49,619 61,520 　⼤⾕記念美術館の計画的な施設改修に対し補助を⾏う。
・平成31年度︓⾼圧受変電設備更新⼯事等
・平成32年度︓エレベーター更新⼯事等
・平成33年度︓空調設備更新⼯事等

史跡等整備事業 4,804 145,080 　史跡の整備や保存管理計画策定を順次進め、地域や⽇本の歴史を学習し、体
感できる場を市内各所に整備する。
・平成31年度︓史跡「⻄宮砲台」⽯堡塔の保護柵の改修⼯事
・平成32年度︓史跡整備⽤地の取得
・平成33年度︓史跡整備⽤地の取得及び整備⼯事設計

スポーツ
スポーツ施設⽼朽化及び安全対策事業 33,986 42,558 　スポーツ施設の⽼朽化対策及び安全⾯での設備の充実を図る。

・平成31年度︓北夙川体育館受⽔槽更新⼯事、
　　　　　　　　　　甲子園浜野球場防護マット設置⼯事
・平成32年度︓⻄宮浜多⽬的⼈⼯芝グラウンド⼈⼯芝更新
・平成33年度︓⻄宮浜多⽬的⼈⼯芝グラウンド⼈⼯芝更新

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －15－



第Ⅳ部　都市の魅⼒・産業 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

新体育館・新陸上競技場等整備事業 13,463 22,320 　⽼朽化した中央体育館と陸上競技場等について、総合スポーツ施設として整備す
ることにより、市⺠のスポーツ活動を推進する。
・平成31年度︓調査・アドバイザリー業務委託等
・平成32年度︓基本設計
・平成33年度︓基本設計、実施設計

甲子園浜多⽬的グラウンド整備事業 0 66,500 　甲子園浜１丁⽬土地開発公社保有地の買戻し後の活⽤策として多⽬的グラウン
ドを含む公園としての整備を検討する。
・平成32年度︓各種計画策定、測量・調査等
・平成33年度︓基本設計等

産業
産学官連携による⻄宮ブランド産品創造事業 ★ 5,500 ― 　市内中⼩企業と⼤学との連携により取り組む、販路拡⼤を⾒据えた商品開発等

事業経費を補助することにより、市内産業の稼ぐ⼒を⾼め、競争⼒強化を図る。

農業・⾷の流通
武庫川第一樋門改修事業 20,000 ― 　武庫川から⻄宮市南部主要⽔路に引⽔するための武庫川第一樋門について、⽼

朽化に伴う改修⼯事を⾏う。

⾷肉センター整備事業 36,520 67,210 　⽼朽化した設備の更新を⾏う。
・平成31年度︓⼩動物⾃動背割機更新⼯事
・平成32年度︓地下受⽔槽加圧ポンプ更新⼯事
・平成33年度︓⼩動物⾃動⽪剥機更新⼯事

卸売市場再生整備事業 3,836 321,400 　平成24年度策定の「⻄宮市卸売市場整備基本⽅針」に基づき、⻄宮市卸売市
場再生整備に向けて、市場関係者とともに事業推進に取り組む。
・平成31年度︓公設市場の廃⽌及び⺠設市場との統合、
　　　　　　　　　　卸売市場新開設者法⼈開業等支援
・平成32年度︓仮設店舗への移転、建築⼯事
・平成33年度︓建築⼯事、部分供⽤開始

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －16－



第Ⅳ部　都市の魅⼒・産業 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

就業・労働
勤労会館等建物設備改修⼯事 ★ 3,000 〜 　勤労会館等施設の設備を計画的に更新し、利⽤者の利便性の向上や施設の安

全性を確保する。
・平成31年度︓勤労者・障害者教養文化体育施設建物診断及び修繕計画策定

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －17－



第Ⅴ部　環境・都市基盤、安全・安心 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

生活環境
じんかい収集事業（委託地区の拡大） ★ 73,756 〜 　新たに国道２号以南の直営収集地域のうち大型じんかい⾞により収集を⾏ってい

る大型集合住宅（反転式コンテナまたはドラム式貯留機が設置されている集合住
宅）の収集業務を⺠間委託する。

東部総合処理センター破砕選別施設等整備事
業

0 64,589 　経年劣化した⻄部総合処理センター破砕選別施設の代替施設について、処理⽅
式等の検討を⾏い、東部総合処理センター将来施設⽤地に、新たな破砕選別施設
を建設する。
・平成31年度︓循環型社会形成推進地域計画策定
・平成32年度︓基本計画策定、生活環境影響調査
・平成33年度︓生活環境影響調査、発注者⽀援業務

⻄部総合処理センター焼却施設整備事業 0 51,781 　経年劣化した⻄部総合処理センター焼却施設の代替施設として、⻄部総合処理
センター破砕選別施設を解体後、新たな焼却施設を整備する。
・平成32年度︓事業⼿法等検討
・平成33年度︓基本計画策定、生活環境影響調査

⻄部⼯場解体整備事業 39,500 868,212 　平成24年度に施設を閉鎖した⻄部⼯場の解体を⾏う。
・平成31年度︓各種調査業務、発注者⽀援業務
・平成32年度︓発注者⽀援業務、解体⼯事
・平成33年度︓解体⼯事

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・9,800千円（H32）

清掃作業⾞両整備事業 60,876 82,659 　耐⽤年数に達したじんかい収集・⽔路清掃作業⾞両について、積極的に低公害
⾞への買替え等を⾏う。

広域廃棄物埋⽴処分場建設事業 12,795 34,946 　大阪湾フェニックス計画による廃棄物埋⽴処分場の建設⼯事のうち、⼀般廃棄物
（焼却灰等）に係る建設費を負担する。

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －18－



第Ⅴ部　環境・都市基盤、安全・安心 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

東部総合処理センター焼却施設基幹設備更新
事業

0 3,575 　東部総合処理センター焼却施設について、近隣市との広域処理化の検討状況を
踏まえつつ機能の維持、延命化を図る。

満池谷火葬場火葬設備改修事業 49,750 70,200 　故障等による業務停⽌を避けるため、耐⽤年数を経過した火葬設備を計画的に
更新する。
・平成31年度︓火葬炉２基、棺台⾞３台
・平成32年度︓火葬炉２基
・平成33年度︓火葬炉２基

⽔道
送配⽔管整備事業 1,587,920 3,176,436 　⽼朽化による管路破損事故を未然に防ぐとともに、災害に強く早期復旧が可能な

⽔道システムの構築を⽬指して、送配⽔管の耐震化を⾏う。〔⽔道事業会計〕

浄⽔施設等整備事業 1,261,299 2,358,143 　浄⽔場統廃合に引き続き、⽔需要の減少などの事業環境の変化も考慮しながら、
送配⽔施設の再構築、浄⽔場の広域化や再整備における調査・基本検討等を進
める。〔⽔道事業会計〕

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・244,460千円（H32）

下⽔道
公共下⽔道建設事業 6,028,500 12,427,000 　下⽔道事業継続に必要な改築更新事業並びに公共⽤⽔域の⽔質向上のための

⾼度処理事業や合流改善事業及び浸⽔被害の軽減を⽬的とした⻄宮南部地区の
総合治⽔事業を推進する。〔下⽔道事業会計〕

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・1,474,000千円（H32）

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －19－



第Ⅴ部　環境・都市基盤、安全・安心 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

武庫川流域下⽔道整備負担⾦ 193,502 1,023,417 　兵庫県が事業主体の武庫川流域下⽔道事業及び兵庫東流域汚泥処理事業に
関わる施設の増設、改築更新並びに⽔質改善実施に要する建設負担⾦を⽀出す
る。〔下⽔道事業会計〕

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・304,448千円（H32）

道路
街路事業 798,800 1,250,432 　本市道路網の⾻格を形成する都市計画道路の未整備区間の整備や⽼朽化区

間の更新を図る。
・平成31〜33年度︓競⾺場線（⽤地買収、道路改良⼯事等）、⼭⼿幹線
（熊野⼯区）（⽤地買収、道路改良⼯事等）、⾨⼾仁川線（予備・詳細設
計、道路整備⼯事）、⼩曽根線（詳細設計）、鳴尾今津線（道路改良⼯事）

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・221,006千円（H34）

阪急電鉄神⼾本線連続⽴体交差検討事業 2,000 65,000 　阪急電鉄神⼾本線の⻄宮北⼝駅から武庫川まで間の鉄道と道路の⽴体交差に
ついて、事業化に向けた必要な調査・検討を⾏う。
・平成31年度︓予備調査
・平成32年度︓予備調査
・平成33年度︓事業調査

道路改良事業 180,290 881,370 　新設道路の整備、道路の拡幅、踏切の改良などを⾏う。
・平成31年度︓⻘峯連絡道（道路整備⼯事）、
　　　　　　　　　　⻄第448号線・⻄第814号線（詳細設計）
・平成32年度︓⻘峯連絡道（道路整備⼯事）、⻄第448号線（⽤地買収）、
　　　　　　　　　　⻄第814号線（詳細設計等）
・平成33年度︓⻄第448号線（道路改良⼯事）、
　　　　　　　　　　⻄第814号線（道路改良⼯事、⽤地買収等）

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －20－



第Ⅴ部　環境・都市基盤、安全・安心 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

道路維持修繕事業（舗装補修事業） 140,000 280,000 　⽼朽化した幹線道路の舗装の補修を⾏う。
・平成31〜33年度︓市内各所（舗装補修⼯事）

道路防災事業 6,500 51,148 　道路法⾯・擁壁やボックスカルバートの修繕、更新などを⾏い、⻑寿命化を図る。
・平成31年度︓愛宕⼭（詳細設計）
・平成32年度︓愛宕⼭（道路防災⼯事）等
・平成33年度︓道路防災⼯事等

歩道改良事業 72,700 118,100 　歩⾏者等の移動の円滑化を図るため、歩道の交差点部の段差解消や⾃動⾞乗
⼊れ部などの勾配改善及び通学路における安全対策を実施する。
・平成31〜32年度︓市内各所（歩道段差解消⼯事、通学路安全対策
　　　　　　　　　　　　　 ⼯事）、鳴第164号線（勾配改善⼯事）
・平成33年度︓市内各所（歩道段差解消⼯事、通学路安全対策⼯事）

歩道新設事業 19,694 162,600 　歩⾏者等の通⾏の安全を確保するため、歩道の新設整備を⾏う。
・平成31年度︓鳴第457号線（歩道新設⼯事）、⻄第706号線（詳細設計）
・平成32〜33年度︓⻄第706号線（歩道改良⼯事）等

道路附属施設更新事業 177,110 388,120 　⽼朽化した道路附属施設（道路反射鏡、道路標識、防護柵、道路照明灯、エ
レベーター、エスカレーター等）の改修、更新と道路照明灯のＬＥＤ化を⾏う。また、
交通安全対策特別交付⾦を活⽤することにより、交通事故防⽌のための施設整備
を⾏う。
・平成31〜33年度︓道路照明灯ＬＥＤ化⼯事、道路附属施設更新⼯事

橋梁改良事業 249,000 563,000 　⽼朽化等を理由とする橋梁の架替を⾏う。
・平成31年度︓⻄宝橋（仮橋⼯）等
・平成32〜33年度︓⻄宝橋（架替⼯事）、森之下橋（架替⼯事）

橋梁⻑寿命化修繕事業 237,500 466,700 　⽼朽化した橋梁や横断歩道橋の修繕、更新などを⾏い、⻑寿命化を図る。
・平成31年度︓辻堂橋ほか補修設計、
　　　　　　　　　　⼭⽔橋・松並横断歩道橋ほか補修等⼯事
・平成32〜33年度︓橋梁補修設計、橋梁補修等⼯事

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －21－



第Ⅴ部　環境・都市基盤、安全・安心 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

⽔路改築更新事業 ★ 15,000 〜 　⽼朽化した⽔路の改築を計画的に⾏う。
・平成31年度︓神呪川、新堀川

防災・減災
⻄宮市地域防災計画等改定事業 ★ 10,000 〜 　地域防災計画及び災害時職員⾏動マニュアルを実効性と運⽤性の⾼いものとする

ため、構成及び内容を大幅に⾒直して改定を⾏う。

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
　・20,000千円（H32-H33）

⻄宮市地域避難⽀援制度における補償制度構
築事業

★ 2,160 〜 　⻄宮市地域避難⽀援制度で活動する⽀援者の補償制度を構築し、保険料分の
補助を⾏う。

防災情報システム整備事業 90,786 558,613 　危機対応の重要項⽬とされる情報の収集、解析、配信について対災性、迅速性、
効率性、継続性等の強化を図るため、防災情報システムを構築する。
・平成31年度︓システム構築（実施設計）
・平成32年度︓システム構築・引渡、既存システム移設ほか
・平成33年度︓システム操作研修・訓練等、システム維持管理

防災⼒強化事業 ★ 55,795 〜 　第⼆庁舎（危機管理センター）が完成するまでにも発生し得る大規模災害への
対応⼒を強化するため、現状のシステムや資機材等の整備を⾏う。
・平成31年度︓情報通信機能の強化、
　　　　　　　　　　防災⾏政無線拡声⼦局機能改善⼯事ほか

急傾斜地等崩壊対策事業 0 10,000 　兵庫県が施⾏する急傾斜地等崩壊対策事業について、費⽤の⼀部を負担する。

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －22－



第Ⅴ部　環境・都市基盤、安全・安心 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

消防
⻄宮消防署建替事業 96,239 2,393,465 　⽼朽化、狭隘化した消防庁舎を、⻄宮市の基幹消防署としてふさわしい庁舎に建

て替える。
・平成31年度︓実施設計
・平成32年度︓建設⼯事
・平成33年度︓建設⼯事

消防署改修事業 40,000 13,000 　増員する職員の受⼊態勢を整えるため、消防庁舎を改修する。
・平成31年度︓（⼯事）北消防署⼭⼝分署
・平成32年度︓（設計）⽡⽊消防署
・平成33年度︓（⼯事）⽡⽊消防署、（設計）鳴尾消防署浜分署

消防局⾞両整備事業 181,801 580,970 　⻑期使⽤により主性能が低下した⾞両を計画的に更新整備する。
・平成31年度〜平成33年度︓⽔槽付消防ポンプ⾃動⾞等

救助⽤資機材更新事業 6,354 26,017 　災害現場で使⽤する各資機材を計画的に更新整備する。
・平成31年度︓特殊災害資機材等
・平成32〜33年度︓緊急消防援助隊資機材等

消防緊急情報システム更新整備事業 ★ 151,675 〜 　現⾏の消防緊急情報システムを維持管理するとともに、次期消防緊急情報システ
ムへの更新整備を図る。
・平成31年度︓（現⾏システム）部分更新リース、再リース等
　　　　　　　　　　（新システム）システム調達業務

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・3,128,189千円（H33-H42）

通信施設更新整備事業 45,929 86,993 　デジタル無線の保守契約を継続するとともに、通信施設を計画的に更新整備す
る。
・平成31〜33年度︓デジタル無線保守委託等

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －23－



第Ⅴ部　環境・都市基盤、安全・安心 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

消防⽔利等整備事業 74,300 148,600 　⽼朽化した防火⽔槽を調査点検し、更新・補修を⾏う。
・平成31〜33年度︓調査点検、更新、補修

消防団⾞両等整備事業 43,872 38,372 　⻑期使⽤により主性能が低下した⾞両を計画的に更新整備する。
・平成31年度︓上⼭⼝分団、名塩分団等
・平成32年度︓１分団
・平成33年度︓１分団

消防団⾞庫整備事業 127,679 228,724 　⽼朽化した消防団⾞庫を、消防団の活動拠点としてふさわしい構造及び機能を備
えた施設に建て替える。
・平成31年度︓（⼯事）生瀬分団、⽤海分団
　　　　　　　　　　（設計）⼩松分団、上⼭⼝分団⾦仙寺班
　　　　　　　　　　（解体⼯事）⾨⼾分団
・平成32年度︓（⼯事）⼩松分団、上⼭⼝分団⾦仙寺班（設計）２分団
・平成33年度︓（⼯事）２分団（設計）２分団

地域防犯・交通安全・消費者安全
防犯カメラ設置（直営）事業 ★ 48,445 〜 　通学路など公共性の⾼い場所に防犯カメラを設置し、維持管理を⾏う。

⾃転⾞駐⾞場整備事業 71,430 68,760 　主要５駅を中⼼に⾃転⾞駐⾞場の整備を⾏い、市⺠サービスの向上と放置⾃転
⾞の減少に努める。
・平成31年度︓阪神甲⼦園⻄第１⾃転⾞駐⾞場駐輪ラック改修⼯事ほか
・平成32年度︓建物式⾃転⾞駐⾞場改修⼯事ほか
・平成33年度︓建物式⾃転⾞駐⾞場改修⼯事ほか

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －24－



第Ⅵ部　政策推進 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

住⺠⾃治・地域⾏政
市⺠館建替事業 7,710 322,781 　地域コミュニティの拠点施設である市⺠館について、未耐震の施設を順次建て替え

ることにより、施設の安全性を高めるとともに地域活動の活性化を図る。
・平成31年度︓⼤箇市⺠館（地質調査等委託）、
　　　　　　　　　　甲陽園市⺠館（アスベスト調査委託）
・平成32年度︓⼤箇市⺠館（建設⼯事）、甲陽園市⺠館（設計等委託）
・平成33年度︓⼤箇市⺠館（旧施設解体）、甲陽園市⺠館（建設⼯事）

（仮称）越木岩センター整備事業 9,250 317,750 　未耐震である越木岩公⺠館を建て替え、本庁北⻄地域における⾏政サービスやコ
ミュニティの中核となる施設を整備する。
・平成31年度︓基本構想策定
・平成32年度︓実施設計
・平成33年度︓解体・整備⼯事

市⺠集会施設等⼤規模改修事業 1,056 14,289 　市⺠集会施設等の⼤規模改修⼯事等を⾏う。
・平成31年度︓上ヶ原市⺠館電気器具取替⼯事（設計委託）
・平成32年度︓上ヶ原市⺠館電気器具取替⼯事
・平成33年度︓⽣瀬市⺠館電気器具取替⼯事（設計委託）

政策推進
政策課題研究推進事業 ★ 1,946 〜 　庁内の各部署が抱える政策課題解決のため、他⾃治体への先進事例視察等によ

る研究の充実を図る。

業務効率化検討事業 ★ 20,000 〜 　庁内業務の効率化のため、全庁の業務を対象に業務内容や業務プロセス等を把
握・分析し、改善に向けた検討を⾏う。平成31年度は、平成30年度に⾏った調査
を基に問題点や課題を分析し、改善策を検討する。

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －25－



第Ⅵ部　政策推進 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

建築系公共施設個別施設計画策定事業 ★ 14,960 〜 　⽼朽化が進む建築系公共施設が、今後、次々に更新時期を迎えることから、財政
負担の平準化やトータルコストの縮減を図るため、⻑寿命化によるもののほか、集約
化や複合化、転用、廃止など施設の特性に応じた保全・再編に関する計画（策定
済みのものを除く）を平成32年度にかけて策定する。

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・5,940千円（H32）

本庁舎周辺整備事業 0 603,400 　本庁舎及び周辺の公共施設について、⽼朽化等による建替え更新とあわせた機能
の集約化や適性配置など、総合的な整備計画に基づく効果的な施設整備を進め
る。
・平成32年度︓消防局庁舎改修設計
・平成33年度︓上下⽔道局跡施設取得ほか

第⼆庁舎（危機管理センター）整備事業 1,935,918 5,687,569 　危機管理体制の強化とあわせ、⽼朽化や耐震⾯において喫緊の課題を抱えた庁
舎の建替え更新と機能の集約化を同時に実現するため第⼆庁舎（危機管理セン
ター）を整備する。
・平成31年度︓建設⼯事
・平成32年度︓建設⼯事、情報システムの移設等
・平成33年度︓供用開始

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・209,650千円（H32-H33）

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －26－



第Ⅵ部　政策推進 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

執⾏体制
市税の賦課・徴収体制の強化 ★ 273,625 〜 　適正な賦課・徴収を推進するため、システム改修及び賦課徴収業務の効率化を

図る。
・平成31年度︓固定資産税オープンシステムの開発完了・本稼働、
　　　　　　　　　　税関係システムの改修及び運用・保守、
　　　　　　　　　　市の債権の共通コールセンター設置等

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・4,620千円（H32）

庁舎維持管理事業（本庁舎・東館改修） 71,528 652,982 　市役所本庁舎及び東館の建屋や建築設備の改修を⾏う。
・平成31年度︓【本庁舎】⾃⽕報中継器更新⼯事
　　　　　　　　　　【東館】⾃⽕報中継器・ＧＨＰ空調設備更新⼯事
・平成32年度︓【本庁舎】正⾯⽞関及び屋上防⽔⼯事、地下通路改修⼯事等
　　　　　　　　　　【東館】⾃⽕報感知器更新⼯事
・平成33年度︓【本庁舎】正⾯⽞関及び屋上防⽔⼯事、地下通路改修⼯事等
　　　　　　　　　　【東館】駐⾞場防⽔塗装⼯事、出退庁管理装置設置⼯事等

アプリ甲東⽴体駐⾞場設備保全事業 8,030 8,800 　アプリ甲東の⽴体駐⾞場の設備について、保全⼯事を実施する。

北⼝駐⾞場改修事業 24,100 37,860 　⻄宮市⽴北⼝駐⾞場に設置している駐⾞管制設備、建築設備等について、更
新・整備・改修を⾏う。
・平成31年度︓泡消⽕設備整備⼯事（⻄館）
・平成32年度︓駐⾞管制設備改修⼯事
・平成33年度︓泡消⽕設備整備⼯事（東館）

アプリ甲東⼤規模改修事業 7,162 200,000 　アプリ甲東の建築設備について、更新⼯事（専有・共有部分）を⾏う。
・平成31年度︓空調設備更新⼯事、中央監視盤更新⼯事（ともに共用部分）
・平成33年度︓エスカレーター更新⼯事（市専有部分及び共用部分）

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －27－



第Ⅵ部　政策推進 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

総合福祉センター改修事業 23,925 38,760 　総合福祉センター内の⽼朽化した設備において、現に損耗が激しく更新を急ぐもの
から計画的に更新し、市⺠が安⼼して利用できる安全な施設として整備する。
・平成31年度︓本館体育館床⾯改修⼯事、本館別館電磁ループ改修⼯事
・平成32年度︓プールろ過機更新⼯事
・平成33年度︓⾮常用発電装置エンジンオーバーホール⼯事

公共施設維持管理事業 679,510 1,200,000 　公共施設(学校園、市営住宅を除く）を全庁的に管理するため、適正な時期・⼯
法による修繕計画を策定し、⼯事を実施する。
・平成31年度︓塩瀬センター、⾷⾁センター屋上防⽔・外壁改修⼯事ほか
・平成32年度︓鳴尾体育館、⽣瀬市⺠館屋上防⽔・外壁改修⼯事ほか
・平成33年度︓南甲⼦園公⺠館、浜甲⼦園体育館屋上防⽔・外壁改修
　　　　　　　　　　⼯事ほか

公共施設耐震診断・耐震改修事業 178,811 148,448 　公共建築物（学校園・市営住宅を除く）で耐震改修促進法に規定する特定建
築物と地域防災計画で指定する避難所について、耐震改修を実施する。
・平成31年度︓市⺠会館天井耐震化⼯事、総合福祉センター体育室実施設計
・平成32年度︓総合福祉センター体育室天井耐震化⼯事
・平成33年度︓浜甲⼦園体育館天井耐震化⼯事

公⺠館計画整備事業 20,372 34,030 　公⺠館の経年劣化等に伴う施設整備の⼀環として、更新・改修⼯事を実施する。
・平成31年度︓実習室設備等更新⼯事（段上）、
　　　　　　　　　　トイレ洋式化⼯事（鳴尾・上ヶ原）、
　　　　　　　　　　パッケージエアコン改修⼯事（地域学習推進課）
・平成32年度︓実習室設備等更新⼯事（鳴尾）、
　　　　　　　　　　トイレ洋式化⼯事（高木・神原）
・平成33年度︓実習室設備等更新⼯事（高木）、
　　　　　　　　　　トイレ洋式化⼯事（塩瀬・鳴尾東）

図書館施設整備事業 6,126 10,000 　図書館の経年劣化等に伴う施設整備の⼀環として、更新・改修⼯事を実施する。
・平成31年度︓鳴尾図書館駐⾞場改修⼯事

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －28－



第Ⅵ部　政策推進 (単位︓千円)

平成31年度 平成32〜33年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

システム操作⾃動化ツール（ＲＰＡ）導入によ
る業務改善事業

★ 5,010 〜 　ＩＣＴ（情報通信技術）の活用により業務の効率化を図ることを⽬的として、シ
ステム操作⾃動化ツール（ＲＰＡ）を効果が期待できる定型的な業務に導入す
る。

旧町村文書等の電⼦化業務 ★ 9,999 〜 　旧町村文書等のうち、汎用性の高い地図・図⾯、その他重要文書等を電⼦化し、
ホームページ等で市⺠に広く公開することにより公文書館的機能の充実を図る。

公文書館的施設の整備事業 0 30,000 　本庁舎周辺整備に伴う庁舎機能再配置の中で、本庁舎内に公文書館的施設を
整備する。

内部統制関係業務 ★ 22,685 〜 　地方⾃治法の改正により、地方⾃治体に求められる内部統制の方針策定や体制
の確⽴と共に、リスク評価作成やモニタリング等の運用を進める。同時に財務事務の
業務プロセスの分析及び改善と、内部事務の改善を実施する。

【当該事業における債務負担⾏為の設定︓限度額（期間）】
・8,132千円（H32-H33）

 注１）施策・事業名欄の右端「★」は施策的事業を⽰す。　　注２）施策的事業における平成32〜33年度事業費欄の「〜」は事業が継続することを⽰す。
 注３）平成32〜33年度事業費欄の「－」は31年度に事業が完了することを⽰す。 －29－



計 画 事 業 費　　　〔投資的事業〕 (単位︓千円)

事 業 費 一般財源 事 業 費 一般財源
第Ⅰ部　住環境・自然環境 1,890,801 515,075 6,725,310 1,371,640

住環境 910,285 191,379 2,241,917 341,187
緑・自然 656,518 132,523 1,181,634 389,559
市街地 299,798 166,973 3,261,759 620,894
公共交通 24,200 24,200 40,000 20,000

第Ⅱ部　子供・教育 8,430,003 2,263,160 18,391,615 6,166,363
子供・子育て支援 1,697,645 154,549 2,694,583 721,228
学校教育 6,135,223 1,953,998 14,529,809 5,092,097
⻘少年育成 597,135 154,613 1,167,223 353,038

第Ⅲ部　福祉・健康・共生 563,956 74,437 1,232,678 409,162
高齢者福祉 126,930 12,030 941,363 169,833
障害のある人の福祉 333,409 30,190 34,976 14,990
医療サービス 88,500 27,500 229,147 197,147
健康増進・公衆衛生 15,117 4,717 27,192 27,192

第Ⅳ部　都市の魅⼒・産業 413,759 177,859 848,835 562,635
文化芸術 309,790 118,290 328,847 109,747
スポーツ 47,449 39,549 131,378 131,378
農業・⾷の流通 56,520 20,020 388,610 321,510

第Ⅴ部　環境・都市基盤、安全・安心 11,837,496 670,608 28,542,042 2,537,066
生活環境 152,220 45,920 1,177,062 282,140
水道 2,849,219 37,283 5,534,579 55,387
下水道 6,222,002 0 13,450,417 0
道路 1,881,594 331,244 4,226,470 613,725
防災・減災 90,786 11,786 568,613 183,913
消防 570,245 219,145 3,516,141 1,333,141
地域防犯・交通安全・消費者安全 71,430 25,230 68,760 68,760

第Ⅵ部　政策推進 2,972,898 936,060 9,306,669 3,504,349
住⺠自治・地域⾏政 18,016 18,016 654,820 212,220
政策推進 1,935,918 737,818 6,290,969 1,500,549
執⾏体制 1,018,964 180,226 2,360,880 1,791,580

26,108,913 4,637,199 65,047,149 14,551,215

区　　　　　　分
平成31年度予算 平成32〜33年度計画事業費

合　　　　　　計

注１）計画事業費には、公営企業会計及び準公営企業会計に係る事業費を含む。
注２）施策的事業は含めていない。 －30－


